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学問をする人の心得
こうようセeょうそんレ ψ れんじ聞く てんめい

黄葉夕陽村舎(後に耳lt塾)は、天明年|瑚
かんちゅざん

(1781-89)の初め頃に菅茶山が備後固有11辺

に聞いた塾です。当初は寺子屋のような挫で

あったようですが、茶山の詩人としての名声

が高まるにつれ全国から塾生が集まり、街街

をしながら学びました。

廉塾に伝わった資料の中に r!1l1狼規約』と
呼ばれる38箇条に及ぶ決まりの覚書があり

ます。これを読んでみると、現在の私たちが

学ぶうえでも参考になる内容だといえます。

最初jに、

⑭ 

読者をする人たちが台分の身を正すこ Eは当たリ前なの!で、今までは規則をえめ か i

こEはなかったが、塾生も入れ替わっていろんな決まリごせを知らない生d灸也増え

たため、ここにfまEめて書き上げるので、よ〈守るように。

と記しています。その他の 「規約」の中から、今でも通じる次の6条を紹介したいと思います。

( 1 )学習は毎司えかきないようにじなさい。無断欠席jal、けませんよ。
(2)受け習いは骨子治、にレて文字を党えなさい。大声を1IIせば他人の迷惑になる。，

書物や机のどをまたいでは l、けません。
( ー'

(日)授業の常に予習をレ、授業の後には復習を中るこ E。また、わからなドぜころは、

質問をするFように。

(4)年長岩は年ヤのものをいたわリ、行儀作法令ピ也教えなさい。いUめ各ピdて ι 

はいけません。 J ! ; j i J 1 

'( 5 )毎回掃除を U て、月ニ回 tj 大掃除ピ~ t'l二丈房具申身の田リ の道具を
整理レなさい。

(6)至急の場合以外はえってはいけません。

どうでしょうか? 今の私たちが学ぶ時にも十分通用すると思いませんか? 後半の3つは

生活態度などについてですが、私たちも学校で、家庭で一度は言われた記憶があるはずです。

菅茶111の塾は儒学を学ぶ塾ですから、 人の道について学びます。学問は読笥(偶数の本から

学ぶ)だけではなく、その学んだことがあらわれる日常生活あるいは社会生活も含めての学問

なんですね。

本当に役立つ学聞は、そういうところにあるんだよ。と茶山は言っているのです。

(主任学芸員 岡野将士)
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